
「
歌
」
と
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
で
紡
ぐ

渾
身
の
人
権
講
演
ラ
イ
ブ

ふれあい学習課

令和元（2019）年９月10日
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教育事務所

今
年
度
の
ふ
れ
あ
い
じ
ん
け
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
魂
の
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
・
杉
山
裕
太
郎
さ

ん
を
迎
え
、
初
の
試
み
で
あ
る
「
人
権
講
演
ラ

イ
ブ
」
を
行
い
ま
し
た
。

杉
山
さ
ん
自
身
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
歌
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
の
ラ
イ
ブ
は
、
聴
く
人
の
中
に
感

動
を
湧
き
上
が
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
様
々

な
教
育
活
動
の

中
で
も
通
じ
る

こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

杉
山
さ
ん
の

作
品
に
「
あ
り

の
ま
ま
を
受
け

止
め
て
」
と
い

う
曲
が
あ
り
ま

す
。
目
の
前
の

子
ど
も
の
姿
を
、

あ
り
の
ま
ま
受

け
止
め
る
こ
と

か
ら
全
て
は
始

ま
る
と
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

ぜ
ひ
杉
山
さ

ん
の
曲
を
聴
い

て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

両
親
か
ら
過
度
な
期
待
を

受
け
て
育
っ
た
杉
山
さ
ん
は
、

中
学
を
境
に
非
行
に
走
り
ま

す
。
そ
の
果
て
に
は
、
薬
物

乱
用
と
い
う
最
悪
の
結
果
が

待
っ
て
い
ま
し
た
。

も
う
こ
れ
以
上
乱
用
状
態

が
続
け
ば
命
さ
え
危
う
い
と

い
う
と
き
、
父
親
と
の
壮
絶

な
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ド
ラ
マ
の
本
質
を
一

言
で
表
せ
ば
【
共
感
】
。

「
頑
張
れ
よ
」
「
も
っ
と

で
き
る
よ
」
で
は
な
く
「
つ

ら
か
っ
た
ん
だ
ね…

」
「
分

か
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
ご

め
ん
ね…
」

○小学生の作文に感動しました。このままみずみずしい心で成長してほしいと思いました。
○杉山さんのライブ、とてもよかったです。体験したからこそ語れる言葉や歌が胸に響きました。
○実体験によるお話と歌にジーンときました。涙がこぼれて止まりませんでした。私も強く生きてい
こうと思います。

『愛＝共感 ありのままを受け止めて』
ふれあいじんけんフォーラム（塩谷南那須地区人権教育指導者一般研修）

令和元（2019）年６月11日（火） 那珂川町小川総合福祉センター



ま
た
、
最
後
に
は
、
人
生
を

「
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
」
の
ゲ
ー
ム
に
例
え
、
「
何

の
障
害
（
苦
労
）
も
な
い
人
生

は
充
実
し
な
い
。
人
生
に
は
障

害
（
苦
労
）
が
必
要
で
あ
り
、

障
害
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
人
生

を
送
っ
て
欲
し
い
。
大
切
な
の

は
、
自
分
を
ど
れ
だ
け
信
じ
ら

れ
る
か
、
大
人
が
ど
れ
だ
け
信

じ
て
あ
げ
る
か
。
子
ど
も
が
何

を
大
切
に
し
て
い
る
か
を
聞
き
、

そ
れ
を
共
に
大
切
に
す
る
サ

ポ
ー
ト
を
！
」
と
、
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
藤
先
生
の
お
話
を
聞
い
て
、

ご
自
身
の
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
が

「
Ｏ
Ｎ
」
に
な
っ
た
参
加
者
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

塩谷南那須教育事務所ふれあい学習課 TEL：0287(43)0176 FAX：0287(43)0535

「やる気スイッチ 君のはどこにあるんだろう～♪」

「
令
和
」
初
め
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研

修
は
、
あ
の
Ｃ
Ｍ
で
お
な
じ
み
の
「
や
る

気
ス
イ
ッ
チ
グ
ル
ー
プ
」
の
シ
ニ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
佐
藤
広
康
氏
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
「
子
ど
も
の
可
能
性
を
引
き
出

す
『
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
』
の
入
れ
方
」
と

い
う
演
題
で
御
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

や
る
気
ス
イ
ッ
チ
は
個
性
で
あ
り
、
人

そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
。
努
力
タ
イ
プ
、
結

果
タ
イ
プ
、
こ
だ
わ
り
タ
イ
プ
、
３
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
り
、
子
ど
も
の
タ
イ
プ
に
合

わ
せ
て
承
認
す
る
こ
と
。
子
ど
も
の
「
大

切
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
・
・
・
等
、
子

ど
も
の
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
を
引
き
出
す
た

め
の
親
（
大
人
）
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い

て
具
体
例
を
交
え
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。

Column
地域学校協働本部とは？

学校は教育目標を達成するために、授業等を
通して様々な教育活動を行いますが、少子化や
価値の多様化、情報化などの社会の激しい変化
と相まって、学校単独でそれを達成することが
難しい状況となってきています。
そこで、地域住民や団体等が緩やかなネット

ワークを形成し、学校のパートナーや子どもの
教育に関わる当事者として協働活動を推進して
いくことが重要になってきています。このよう
に、地域と学校が協働する枠組みとなるものが、
地域学校協働本部になります。現在、塩谷南那

須地区においては、さくら市、塩谷町、高根沢
町、那珂川町に本部が設置されています。

本部設置の形態は市町様々です。
さくら市は、氏家小と喜連川小それぞれに本

部が設置されています。ほかの学校に本部は設
置されていませんが、コーディネーターを配置
し、学校と地域をつないでいます。
高根沢町は、全ての小中学校に本部を設置し

ています。コーディネーターも２名以上の複数
配置を原則としているのも特徴です。さらに、
学校運営協議会も全校に設置し、高根沢版コミ
スク「みんなの学校」がスタートしました。
塩谷町は行政（生涯学習課）が本部となり、

全ての学校とのつながりを作っています。
那珂川町は昨年度、馬頭東小に本部を設置し、

協働活動の推進を図っています。
今後、ますます重要となる地域学校協働本部

にぜひ注目してください！

塩谷南那須地区ＰＴＡ指導者研修

令和元（2019）年７月25日（木） 高根沢町町民ホールほか


